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1.事業紹介 

＜白楽荘＞ 
特別養護老人ホーム白楽荘は、要介護３～５の方で、 
ご自宅で介護を受けることが困難な方のための入所施設です。 
併設のショートステイ白楽荘には要支援や要介護認定を受けて 
いる方が短期間お泊りいただくことができます。 

 

＜白楽荘在宅サービスセンター＞ 
白楽荘在宅サービスセンターでは、地域で暮らす高齢者の方が 
安心してご自宅で過ごすことができるように、デイサービス、ホーム 
ヘルパー、ケアマネを通じた総合的なサービスを提供しています。 
多摩センター地域包括支援センターは、高齢者の方の身近な相 
談場所として多摩市からの委託を受けています。 

 

＜偕楽荘＞ 
家庭環境や住宅事情などによりご自宅で生活することが困難にな 
った方に対し日常生活上必要なサービスを提供し、健康で明るい 
生活をしていただくための施設です。60歳以上の自立した方が対 
象です。 

楽友会は高齢者を対象にした福祉事業を行っています。 

http://www.rakuyuukai.com/hakuraku/tokuyo_hkrk/index.html
http://www.rakuyuukai.com/hakuraku/short_hkrk/index.html
http://www.rakuyuukai.com/zaitaku/tama_center.html
http://www.rakuyuukai.com/zaitaku/day_service.html
http://www.rakuyuukai.com/zaitaku/day_ho.html
http://www.rakuyuukai.com/zaitaku/helper.html
http://www.rakuyuukai.com/kairakusou/index.html
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2.施設紹介 

＜高齢者福祉施設楽友会＞ 
 
・施設用途 

特別養護老人ホーム 定員150人  
ショートステイ       定員10人 
軽費老人ホーム    定員50人 
デイサービス       定員35人 
通所介護サービス    定員12人 
訪問介護サービス                

 
 
・施設規模 

建物延床        10,287㎡ 
年間電気使用量 1,402,017kWh  
年間ガス使用量    121,920m3 
年間水道使用量   37,710m3 

 
  

白楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・ｼｮ-ﾄｽﾃｲ等 

白楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・ｼｮｰﾄｽﾃｲ等 

白楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・ﾘﾊﾋﾞﾘﾙｰﾑ等 

共用スペース：事務局・ラウンジ・厨房等 

偕楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・静養室等 

偕楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・ｹｱﾜｰｶｰ室等 

偕楽荘：居室・ﾃﾞｲﾙｰﾑ・ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ等 

７階 

６階 

５階 

４階 

３階 

２階 

１階 

フロア構成 
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3.省エネルギーへの取組（初期ゼロ実施前） 

これまでの省エネルギーの取組と課題 
 ・外調機の運転見直し 
 ・照明の間引き 
 ・空調機の温度設定ルール化 
 等々を実施してきたが・・・ 
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3.初期投資ゼロ省エネ支援の活用 

公益法人からの紹介な
ので安心感がある 

複数社の提案から選択 
課題となっていた省エネ 
運用管理提案が具体的 
だった提案業者を選択 

予算を組む必要がなく 
直ぐに実施できる 



 

5 

4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施① 

＜省エネ委員会活動①＞ 
 既に担当部門での省エネ活動には取り組まれていることから、施設全体で活動す 
 ることを意識してもらうため、各部門ごとフロアごとに施設従業員から構成される省  
 エネ委員会を設置。月１回の定例開催。 

エネルギー管理統括責任者

（施設長）

エネルギー管理責任者

（総務課）

エネルギー管理者

（各部門責任者）

エネルギー管理支援者

（サポート事業者）

エネルギー管理者

（テナント責任者）

エネルギー管理者

（各部門責任者）

省エネ推進員 省エネ推進員 省エネ推進員

（各部門担当者） （各部門担当者） （テナント担当者）

省エネルギー推進委員会

サポート事業者も 
委員会に参画 
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4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施① 

＜省エネ委員会の活動②＞ 
 ・現状の共有 
 ・エネルギー管理標準の作成、従業員への周知 
 
これまで担当部門で実施してきた事を改めて明文化 
省エネ委員を通じての従業員への周知徹底  

作成：2015年6月23日

標題 内容 管理基準

1.運用対策

運用ルールの作成 照明設備の運用のための運用ルールを作る。

省エネ意識の向上 照明設備で使用しているエネルギーを把握することで

省エネへの意識向上を図る。

掲示等によりムダ使いをなくすように意識向上を図る

区画・室ごとの JISの照度基準（JISZ9110）を参考にして区画・室・場所 玄関ホール

適正照度 ごとに適正な照度を設定する。 300±100[Lx]

廊下

150±50[Lx]

階段（従業員）

100±25[Lx]

事務室、会議室

500±200[Lx]

食堂

300±100[Lx]

デイルーム

300±100[Lx]

機能訓練室

500±200[Lx]

ムダな照明の排除 常時使用していないエリアはこまめに消灯する。

(会議室、倉庫等)

常時使用していないエリアは部分点灯する。（事務所等）

昼光が利用できる窓側は消灯する。（事務所、デイルーム等）

適正照度以上のエリアは照明を間引きする。

時刻・季節・天候の変化により、点灯時間のこまめな設定変

更をする。（屋外等、看板照明等）

2.計測、記録

照度の管理 予め測定点を決めて照度を測定・記録する。 1回/6か月　及び

改修工事前後など

必要に応じて実施。

3.保守

照明器具の清掃 定期的に照明器具の清掃する。 1回/年

ランプの交換 ランプの寿命ごと

4.設備更新・更新時の配慮

LED照明器具の採用 蛍光灯、白熱灯はLED照明器具に更新する。

高効率ランプの採用 蛍光灯交換時は40W一般型ﾗﾝﾌﾟから32W高効率ﾗﾝﾌﾟへ変更する。

白熱球交換時は電球型蛍光灯へ変更する。

省エネ法に基づく管
理標準 照明設備管理標準

エネルギー管理標準

社会福祉法人楽友会

制定：2015年6月23日

＜現状の共有＞ 
水道光熱費は年々上昇 
同業他社比較でエネルギーの多量消費 

＜管理標準の作成＞ 
・照明・空調などの運転基準明文化 
・具体的省エネ目標の設定明文化 (前年▼10％） 
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4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施① 

＜省エネ委員会の活動③＞ 
 ・エネルギー使用状況の進捗共有 
 ・管理標準の実施状況のチェック 
 
 目標は未達成の状況、ルールが徹底されていない・・・  

＜チェックシート＞ 
 フロアごとに管理基準の実施状況をチェック。  

＜進捗共有＞ 
 目標値と進捗の共有  

目標をオーバー 窓を開けたままでのエアコン運転 



 ＜省エネ委員会の活動④＞ 
 課題：施設全体でのエネルギー使用量ではどこでどれだけ無駄になっているか分からない。 
 対策：既存の各所メーターの有効活用して時間帯・用途別の使用量把握  
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4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施① 

＜既存電気メーターへ 
   簡易自動検針装置を設置＞ 

フロアごと、時間帯ごとでの使用状況を把握 
未徹底項目のムダな量の試算 

空調機（4～7階共用部分、真冬に室温26℃設定とした場合の1時間当たり）

増加率

消費電力 39 kWh 57 kWh

電気代 901 円 1,321 円

（1kWh＝23円）

照明（1台1時間当たり）

消費電力 88 W 42 kWh

電気代 2.0 円 0.966 円

（1kWh＝23円）

シャワー水道（1分間の出しっぱなし）

消費電力 10.8 L 15.7 kWh

水道代 7.1 円 10.4 円

（1m3＝662円）

146%

シャワー シンク蛇口

正常に運転した場
合

窓を開けて運転し
た場合

直管蛍光灯照明 ダウンライト照明

既存電気ﾒｰﾀ 

自動計測の取り付け 
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4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施② 

＜空調機の省エネ機能活用＞ 
  標準機能となっているピーク電力対策設定を活用 
 
  

・室外機運転時に最大出力での運転が継続しないように設定。（デマンド対策）

【設定前】

【設定後】

20分 10分20分 10分 20分 10分

100％

70％

20分 運転信号ＯＮ

100％

70％

・室外機運転時に最大出力での運転が継続しないように設定。（デマンド対策）

【設定前】

【設定後】

20分 10分20分 10分 20分 10分

100％

70％

20分 運転信号ＯＮ

100％

70％

対象の空調機（ビルマルチエアコン） 空調機制御基板にて機能設定 

ピーク電力対策の設定 ▼12kWの試算 
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4.初期投資ゼロ省エネ活動の実施③ 

＜節水装置の導入＞ 
  初期投資を伴わない節水装置、蛇口メンテナンスサービスの活用 
  常用節水と水栓水漏れムダの防止  

個別蛇口ごと 18～30％の節水を試算 
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5.初期投資ゼロ省エネ活動の成果 

前年比▼6.8％の達成 ＜電気使用量の前年比＞ 

省エネ員会の発足 空調の設定 用途別使用量の 
  見える化 
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5.初期投資ゼロ省エネ活動の成果 

前年比▼4.6％の達成 ＜ガス使用量の前年比＞ 

省エネ員会の発足 節水装置導入 
 （浴室等） 
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5.初期投資ゼロ省エネ活動の成果 

前年比▼3.8％の達成 ＜水道使用量の前年比＞ 

省エネ員会の発足 節水装置の導入 
（厨房等） 
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5.初期投資ゼロ省エネ活動の成果 

＜使用量ベースライン比（過去3年比）＞ 

ベースライン比▼6.3％ 

ベースライン比▼4.1％ 

ベースライン比▼6.3％ 

＜エネルギーコストの前年比＞ 

前年比 ▼813万円 ▼11.7％ 
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 不動産をお持ちのお客様に代わって、専門的な不動産の運営・管理業務を実施し、不動産の価値・収益の最大化を目指します。 

    

 

  

不動産マネジメントサービス 

ザイマックスアルファの紹介 
（地球温暖化ビジネス事業者） 
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資産維持業務 

省エネの取組 
■ 建物のソフト面、ハード面を組み合わせた、省エネ施策の立案・施工をおこないます。 

省エネ補助金を組み入れた省エネ提案・施工 

【オフィスビル】 

＜経産省＞ エネルギー使用合理化事業者支援事業 

空調更新・照明ＬＥＤ化工事 

・・・補助金申請業務費＋施工費 約1億4000万円 

→ 補助金獲得 4200万円 （補助率30％） 

省エネ設備導入提案・施工 

 【商業施設】 

共用部照明のＬＥＤ化工事（施工面積：45,200坪） 

・・・工事費3200万円 

→ コスト削減 年額2000万円 

  ※省エネ効果：使用電力 年間110ｋＷｈ減、 

    投資回収：1年7か月 

 

費用投資 

費用回収 

【ハード面での省エネ】 
・ＬＥＤ照明への改修 
・高効率空調・熱源設備導入 
・断熱・フィルム施工 
・BEMS導入 
   

【ソフト面での省エネ】 
・空調、照明の最適効率運転化 
・外気導入量の調整 
・エネルギー使用量管理 

■ ハード面での省エネ施策(例） 

＜工事実績＞ 

省エネ補助金提案工事 

約80件（32億円） 

 

その他、過去の補助金事業（抜粋）・・・ ＜経産省＞住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業補助金、 ＜経産省＞地域再生可能エネルギー熱利用加速化支援対策費補助金 など 
※常に補助金情報を収集し、全社共有しています。 

＜工事実績＞ 

省エネ工事 

約300件（13億円） 

工事金額 

補助金額 

ザイマックスアルファの紹介 
（地球温暖化ビジネス事業者） 
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おわりに 

当初、外部業者が入り省エネを行う事について非常に不安であったが東京都より紹
介頂いた地球温暖化対策ビジネス事業者によるサポートにより 
 
・目で見ながら行う省エネの実践 
・職員の省エネに対する意識の向上 
 
運用面だけで目標値の２％を大きく上回る省エネが実行出来ました。 
投資負担が無いため短期間で実行でき、ビジネス事業者の活用は有意義でした。 
 
ガスコージェネレーション導入、LED照明導入など投資を伴う省エネも検討しておりま
すが運用面での省エネ活動に今後も取り組んでいきます。 

社会福祉法人楽友会 


